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多 可 町 教 育 委 員 会 要 旨 録

平成２７年８月 定例会

１．開催日 平成２７年８月2７日（木） 午後１時３０分～

２．場 所 多可町中央公民館 中会議室

３．出席者 委 員 長 門脇 きみ子

委 員 熊田 正博

委 員 數原 誠子

委 員 藤田 裕子

教 育 長 岸原 章

４．陪席者 教育総務課長 今中 明

学校教育課長 谷尾 秀伸

こども未来課長 今中 孝介

教育総務課副課長 宮原 文隆

学校教育課副課長 藤本 志織

こども未来課副課長 足立 貴美代

教育総務課主査 伊藤 加奈子

５．議 案

議案第５４号 多可町ハートフル学業支援金給付条例施行規則を一部改正する規則に

について

議案第５５号 多可町立小学校児童通学定期券交付要綱の制定について

議案第５６号 多可町学校給食センター調理業務民間委託検討委員会設置要綱の一

部改正について

議案第５７号 学童保育の高学年入所審査について

議案第５８号 多可町就学援助規則準要保護の認定について

6．協議事項

（１）運動会・体育祭について

（２）学校訪問の実施について
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７．報告事項

（１）各種委員会の報告

（２）教育委員会事務局の報告

【教育総務課】

①学校教育施設及び関係施設改修工事について

②平成２７年度 近畿市町村教育委員研修大会について

日時：平成２７年１０月１３日

場所：京都テルサ（京都府）

③７月定例教育委員会要旨録について

【学校教育課】

①八千代区小学校統合準備委員会経過報告について

②９月の行事予定について

【こども未来課】

①育児休業取得時の保育の継続利用について

②平成２８年度学童保育の考え方について

③９月の行事予定について

(３）９月定例教育委員会について

平成２７年９月２９日（火）午後２時～

（４）その他
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【開 会】

委員長あいさつ

日程第１ 会議録署名委員の指名

熊田委員と數原委員を指名

日程第２ 教育長の報告

（１）寝屋川中学１年生殺人遺棄事件について

大阪市寝屋川市の中学１年生男女が殺害され遺棄されるという非常にショッキングな

事件が起こりました。多可町で子どもが深夜徘徊をしていることはないか、青少年セン

ターや警察、学校、家庭の協力を得ながら、確認をしています。

この夏休み中、多可町内の子ども達に関する大きな事件、事故、また問題行動等の連

絡は入っておりません。

９月に入りますと、すぐに体育祭や運動会の練習が始まりますので、各学校園で熱中

症対策や安全指導などを再度徹底していきたいと思います。

（２）多可町ふるさと夏祭りについて

８月１５日、加美プラザの駐車場を使用して、多可町ふるさと夏祭りを開催しました。

今年は、会場を変更したため、狭いのではと心配しておりましたが、参加者からは、「足

元が明るく良かった」という声を多く聞きました。花火も好評でした。

大きなトラブル等がなかった、特に中学生や高校生、若者の態度が非常に良かったと

西脇警察から話を伺いました。

（３）教職員一日研修について

８月２０日、全ての教職員がベルディーホールの会議室に集まって、１日研修をしま

した。当日は、３つの研修を実施しました。

１番目は学力向上について、大阪大学の前馬先生に、「福井県の取組から学ぶ」とい

う演題で講演をしていただきました。当たり前のことを当たり前に、きちんと子どもに

教えていく。福井県の子ども達や保護者等の真面目さが、子どもの学力に繋がっている

という内容でした。改めて、小中学校において、平素行っている当たり前のことを根気

強く徹底してやることが大事であると思いました。そして、福井県の場合、学校の授業

とともに「家庭学習の時間」をたくさん取っているようです。宿題の内容や量なども、

増やしていく必要があると思いました。

２番目は、兵庫教育大学の宇野先生に「特別支援教育から考える通常学級の授業づく

り・学級づくり」という講演をしていただきました。

３番目は、元教師で現在、「みえ人権教育・啓発研究会代表」の松村先生の「あした
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元気になあれ」という講演を聴き、部落問題や人権について学習をしました。

非常に有意義な研修だったと思います。当日は１４７名の参加で、悉皆研修ですので、

出張などで受けられなかった先生については、後日、ビデオで研修しました。

（４）合併１０周年記念 「あっ！多可～いのど自慢大会」

８月２３日、「合併１０周年のど自慢大会」がありました。３０組が出場する決勝大

会で、小・中学生も４組出場していました。八千代南小学校の２年生が特別賞を受賞し

ました。

（５）全県教育長研修会について

８月２５・２６日、神戸で全県教育長研修会が行われ、県下３０市町の教育長が参加

しました。

２５日は「教職員の人材育成」「情報モラル」について研修し、２６日は、小中一貫

教育について、関西福祉大学の加藤明先生の講演がありました。非常に有意義な講演で

ありました。

（６）全国学力学習状況調査について

４月２１日に実施しました全国学力学習状況調査の成績結果が帰ってきました。

現在、教育委員会で結果のデータ分析を進めています。データの整理ができましたら、

公表について教育委員会で協議して、方針を決定していきたいと考えております。

（７）スクラムハートについて

８月３０日に、多可町の防災訓練が区ごとに、それぞれの中学校で行われる予定です。

今年は兵庫県播磨広域防災訓練並びにスクラムハート（中学生と消防団との交流事業）

を兼ねて行われます。中学生が頑張ってくれると期待しています。

以上７点、報告します。

委員長： ただ今の報告につきまして、質疑等ございませんか。

委員長： 教職員研修の学力向上についての記事が神戸新聞にも載っておりました。まず、

当たり前のことを当たり前にできるということ、それから、生徒、保護者、地域

の方が真面目に取り組むことが大事だと思いました。３番目の家庭学習を多くす

るということが、多可町にとっては一番の問題ではないかと思いました。これに

ついては、いわゆる計算などの宿題をたくさんということなのか、それとも個々

の学習課題であるのか、そういった話はありましたか。

教育長： もちろん宿題の量のこともありましたし、いわゆる自主学習、どういった学習

をしたらいいのか提示をして、子どもを鍛えるんだという意識が、保護者や地域

の皆さんにあるようです。ただ、大事にする、また守るということだけではなく、

しっかり勉強させることによって鍛えて、ある程度の負荷をかけていき、高いと
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ころに目標を置いて、そこへ向かって勉強させるというところが、それぞれの学

校なり地域に感じられたようです。特に、低学年では、荷物の置き方なども決ま

って、その通りにさせているようです。そういったことが全てに徹底しているよ

うに感じました。それが学習にも関連していると思いました。

事務局： 私も、同じような印象を受けました。「凡事徹底」という言葉がありますが、

簡単なことでも、徹底するのは難しいことですが、その辺りを、教職員が意思統

一して徹底してやり抜き、保護者も子ども達を良い意味で鍛えて伸ばしていく土

壌があるように感じました。学校も、保護者や地域も同じ気持ちであるので相乗

効果が生まれていると感じました。学校だけでできるものではなく、保護者や地

域が両輪となって子ども達を鍛えて伸ばす土壌が、福井県の取組のスタンスだと

感じました。

委員長： それなら多可町もできますね。特別に難しいことだったら大変ですが、できそ

うなことならありがたいですね。

日程第３ 議案等

議案第５４号 多可町ハートフル学業支援金給付条例施行規則を一部改正する規則について

多可町ハートフル学業支援金給付条例施行規則を一部改正する規則について、事務局

より説明がなされた。

委員長： それでは、ただ今の説明につきまして質疑等ございませんか。

委員： 通信制と、全日制では給付額に違いはないのですか。

事務局： 近隣市町では、通信制であるかどうか関係なく同額を給付しております。それ

と、国・県が支給しています兵庫県高校生等奨学給付金事業では、通信制の高校

生に対しては３６，５００円、定時制、全日制の高校生に対しては３７，５００

円を支給しています。この金額の根拠は、子ども学力調査で決められた金額にな

ってますので、基本的には、通信制も同じ金額を支給することとしております。

多可町も、国県や近隣市町に準ずるかたちで進めていきたいと思っております。

委員長集約 議案第５４号につきましては、原案どおり承認することとします。

議案第５５号 多可町立小学校児童通学定期券交付要綱の制定について

多可町立小学校児童通学定期券交付要綱の制定について、事務局より説明がなされた。

委員長： それでは、ただ今の説明につきまして質疑等ございませんか。

委員 ： バス通学の距離は４㎞以上の児童が対象であるというのは、決まったものがあ
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るのですか。

教育長： 国は標準として４㎞と決めていますが、市町で決められます。今日の神戸新聞

で、加東市が３㎞と掲載されてましたが、地域によって交通事情などで多少違い

はあるでしょうが、国の標準距離は４㎞ですね。

事務局： そうです。また平成２４年に作成しております「多可町小中学校規模適正化基

本方針」においても、多可町の現在の基準として、小学校で４㎞、中学校で６㎞

という基準を設定しております。

委員長： 現在では、加美区のみに交付されていますが、これが変わることによって３年

生から６年生までのバス代の予算は増額するわけですね。

事務局： そうです。

委員長： 来年度は八千代区も交付されることによって、どれくらい予算は増額されるの

ですか。

事務局： 概算ですが、杉原谷小学校では１０万円までの増額を予定しております。新た

に八千代区でバス通学になる児童の分の費用は、５００万円ほど見込んでおりま

す。

委員長： 現在の杉原谷小学校の場合は１０万円の増額ですが、その元の金額はいくらで

すか。

事務局： 現在は８０万円ほどで、昨年度で２４名がバス通学をしています。八千代区の

場合は、１２０名程度がバス通学になりまして、約５００万円を想定しています。

委員長： 赤坂と俵田はどうなりますか。

事務局： 八千代区については、３小学校が閉校して、新しい小学校を開校しますので、

この４㎞については、新しい小学校と集落の公民館の距離を測り直して考えてい

ます。その場合、赤坂については、公民館と学校までの距離が４㎞を超えており

ます。現在は、八千代南小学校に徒歩で通学していますが、統合後はバスでの通

学になります。一方、俵田については３㎞ぐらいになりますので、徒歩通学にな

ります。

委員長集約 議案第５５号につきましては、原案どおり承認することとします。

議案第５６号 多可町学校給食センター調理業務民間委託検討委員会設置要綱

の一部改正について

多可町学校給食センター調理業務民間委託検討委員会設置要綱の一部改正について、

事務局より説明がなされた。

委員長： それでは、ただ今の説明につきまして質疑等ございませんか。

教育長： 給食センターの民間委託と言うと、全てを民間に委託するように誤解を生じる

場合があります。しかし、あくまでも献立の作成、食材の選定、そして検食は、

今まで通り、町の職員や県の栄養教諭が行います。そして調理については民間の
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会社にお願いするということですので、誤解を解くためにも、「官民連携」がふ

さわしいのではないかと考えました。

委員： 多可町学校給食センター調理業務民間委託検討委員会という名称は発表してあ

ったんですよね。それを今回変更したのは何故ですか。

事務局： ＰＴＡの保護者の皆さんに十分理解をいただくことが大前提であると、学校給

食運営委員会でも委員さんから提言がありました。その中で、メンバーも各学校

からお１人ずつ、保護者の皆さんに出ていただくようにお願いして、７月の中旬

に名簿をいただいております。第1回目の勉強会を既に開催しております。官民

連携という提案の仕方と、要綱での給食センター調理業務民間委託との２パター

ンでお願いしています。反対に、具体的に検討いただくときに、要綱と表題が違

うという指摘を今後受ける可能性がありますので、事前に表題と要綱を合わせた

いという事務局の提案です。

委員： 前の要綱にも「調理業務」という文言が入っていますので、前の要綱名でも問

題はないと思いますが、今回の提案でもいいと思います。

委員長： いずれにしましても、その中身をしっかりと理解してもらえるようにすること

が大切ですね。

委員長集約 議案第５６号につきましては、原案どおり承認することとします。

議案第５７号 学報保育の高学年入所審査について

＊個人情報が含まれているため、委員会閉会後、秘密会議で審議

議案第５８号 多可町就学援助規則準要保護の認定について

＊個人情報が含まれているため、委員会閉会後、秘密会議で審議

日程第４ 協議事項

(１)運動会・体育祭について

・事務局より、平成２７年度運動会・体育祭出席者について説明がなされ、協議を

行った。

(２)学校訪問・園訪問の実施について

・事務局より、学校訪問・園訪問の日程、出席者について説明がなされ、協議を行

った。
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日程第５ 報告事項

(１)各種委員会の報告

・數原委員より、８月２６日開催の、多可町生涯学習推進協議会講演会の報告

講師：石田裕之さん

演題：「人づくり、まちづくり～支援活動と歌を通して～」

(２)教育委員会事務局の報告

【教育総務課】

①学校教育施設及び関係施設改修工事について

・八千代区小学校統合にかかる施設整備の進捗状況についての概要説明

・体育館天井等落下防止対策の進捗状況についての概要説明

・学校施設改修工事等実施状況についての概要説明

・社会教育施設（那珂ふれあい館・図書館）についての概要説明

・多可町学校給食センターについての概要説明

②平成２７年度 近畿市町村教育委員研修大会について

日時：平成２７年１０月１３日（火）

場所：京都テルサ（京都府）

③７月定例教育委員会要旨録について

７月定例教育委員会要旨録についての確認

【学校教育課】

①八千代区小学校統合準備委員会経過報告について

・メモリアル映像の作制（たかテレビ協力）

・通学路点検結果により安全対策についての協議

②９月の行事予定について

・９月の学校関係の行事予定について説明

【こども未来課】

①育児休業取得時の保育の継続利用について

・保育を必要とする事由の認定基準について概要説明

②放課後児童健全育成事業（学童保育）の考え方について

・４年生以上の受け入れについて概要説明

・長期休業期間の開所時間の変更について概要説明

委員長： ４年生以上の学童保育の受け入れ、３年生から４年生になる春休みも実施して
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ほしいという要望があるようですが、現在は、３年生の３月３１日までだけです

か。それを４月の始業式の前日まで延ばしてほしいという要望なんですね。

事務局： そうです。

③９月の行事予定について

９月のこども未来課関係の行事予定について説明

(３)９月教育委員会について

・９月定例教育委員会 平成２７年９月２９日（火）午後２時から

於：中央公民館

(４)その他

【閉 会】 委員長 午後３時３０分 閉会宣言

＊ 議案第５７号「学童保育の高学年入所審査について」

＊ 議案第５８号「多可町就学援助規則準要保護の認定について」

秘密会議において審議後承認
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平成２７年８月２７日

㊞

㊞


